
３月　日本プロボウリング協会　　　　
　　　女子シーズン開幕戦
鹿児島県内では初となる公式戦。36人のプ
ロボウラーが熱戦を繰り広げました。

５月　ファミリーマートで鹿屋市フェア
本市の農林水産物を生かした商品や鹿屋中
央高校の生徒が考案したスイーツなど、魅
力ある６つの商品の販売が行われました。

５月　リナフェスタ＆とっておきの音楽祭
水辺ステージでの音楽祭をはじめ、トレカフェ
スや10ｍロールケーキの振る舞いなど、様々
なイベントに来場者は盛り上がりました。

４月　エアーメモリアルinかのや 2025
航空ショーや地上展示のほか、マッスルコ
ンテストが初開催。訪れた約１万3,000人
は様々なイベントを楽しみました。

４月　湯遊ランドあいら　　　　　　　
　　　リニューアルオープン
改修工事のため休館していた湯遊ランドあ
いらがリニューアルオープンしました。

２月　JBCF鹿屋・肝付ロードレース
国内最高峰のロードレースシリーズの開幕
戦が行われ、地元C

シ エ ル

IEL B
ブ ル ー

LEU K
カ ノ ヤ

ANOYAなど
全国から17チーム108人が出場しました。

２月　鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競走
　　　大会郷土入りで日間優勝
郷土入りとなる４日目は、２位に１分以上
の差をつけて見事日間優勝を果たしました。

１月　かのやホームタウンスポーツ　　
　　　フェスティバル
本市を拠点に活動するプロチームやキャン
プに訪れたプロ野球選手等と交流しました。

１月　鹿屋スポーツ実施率日本一共同宣言
スポーツの輪を市民へ広げるため、市と鹿
屋体育大学が連携して、健康で活力ある社
会の実現を目指し宣言しました。
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　今年は、戦後80年、鹿屋市制施
行20周年と節目の年になりました。
　１月には、鹿屋体育大学と共同
でスポーツ実施率日本一を目指す
共同宣言を行いました。これは、
本市と同大学が連携して事業を推
進し、スポーツの輪を市民へ広げ
ることを目的としており、１年を
通して様々なスポーツイベントを
実施してきました。また、11月に
は、人工芝サッカー場１面と、テ
ニスコート10面、ウォーキング
コースを整備したスポーツ施設「鹿
屋市野里運動公園」を新たに開設し
ました。
　太平洋戦争の終結から80年を迎
えた今年は、忘れてはいけない戦
争の記憶を振り返り、後世に語り
継ぐ一年として様々な取り組みを
行いました。８月に特別企画展や
創作舞台「野里国民学校」、平和の
花束2025などを行ったほか、11月
には戦没者合同追悼式を挙行しま
した。
　また、鹿屋市制施行20周年の節
目を記念して、10月には記念式典
を開催し、多くの人からお祝いや
激励をしていただきました。式典
では、20周年記念表彰も行い、市
政発展に特に貢献した市民６名の
ほか、特別表彰として市外在住者
も１名１団体を表彰しました。
　そんな１年間の出来事を年表と
写真で振り返ります。

３月　子ども平和学習ガイド認定式
戦後80年事業として、平和について考える
きっかけとなる先導者になってもらいたい
と認定しました。

2025年を

振り返る
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